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水
稲
損
害
評
価
の
お
知
ら
せ

適
正
な
損
害
評
価
は
正
し
い
被
害
申
告
か
ら

安心のネットワーク
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今
年
も
水
稲
の
収
穫
が
始
ま
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
台
風
な
ど
の
風
水
害
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど

に
よ
る
獣
害
、
い
も
ち
病
や
カ
メ
ム
シ
な
ど
の
病
虫
害

な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

圃
場
を
十
分
に
見
回
り
、
ご
自
身
の
選
択
し
て
い
る

補
償
割
合
で
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

立て札の立て方ポイント！

水
稲
の
損
害
評
価
が

始
ま
り
ま
す
！

■

損
害
評
価
と
は

被
害
申
告
の
あ
っ
た
圃
場
ご
と
に
、
共
済

減
収
量
（
支
払
対
象
と
な
る
減
収
量
）
を
算

出
す
る
た
め
の
収
量
調
査
で
す
。
調
査
結
果

は
、
お
支
払
い
す
る
共
済
金
を
決
め
る
基
礎

と
な
り
ま
す
。

■

被
害
申
告
は

風
水
害
、
干
害
、
冷
害
な
ど
の
自
然
災
害

の
ほ
か
、
病
虫
害
や
鳥
獣
害
な
ど
に
よ
る
減

収
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
水
稲
損
害
通

知
票
に
、
品
種
名
、
災
害
の
種
類
、
発
生
月
日
、

見
込
収
穫
量
を
記
入
し
、
押
印
の
上
、
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

■

お
願
い
と
注
意
点

❶
補
償
割
合
を
確
認
す
る

水
稲
共
済
は
、
収
量
の
補
償
で
す
。
加
入

し
て
い
る
引
受
方
式
や
補
償
割
合
に
よ
り
、

■

共
済
金
の
お
支
払
い

１
筆
方
式
（
７
割
補
償
）
で
は
、
耕
地
１
筆
ご
と

に
３
割
を
超
え
た
減
収
（
６
割
補
償
な
ら
４
割
を
超

え
た
減
収
、
５
割
補
償
な
ら
５
割
を
超
え
た
減
収
）

が
、
半
相
殺
方
式
（
８
割
補
償
）
で
は
、
被
害
耕
地

の
減
収
量
の
合
計
が
組
合
員
ご
と
の
基
準
収
穫
量
の

２
割
を
超
え
た
減
収
が
、全
相
殺
方
式
（
９
割
補
償
）

で
は
、
組
合
員
ご
と
に
耕
地
ご
と
の
実
収
穫
量
の
１

割
を
超
え
た
減
収
が
支
払
い
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

■

損
害
評
価
の
流
れ

被
害
申
告
の
あ
っ
た
圃
場
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
調
査
を
行
い
、
適
正
か
つ
公
平
な
評
価
に

努
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
補
償
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

被
害
状
況
（
収
量
）
を
把
握
し
、
補
償
割

合
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
被
害
申
告
す
る
か

判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
被
害
申
告
は
定
め
ら
れ
た
日
時
と
場
所
で

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
被
害
申
告
の
日

時
お
よ
び
受
付
場
所
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
必
ず
指
定
さ
れ
た
受
付
日
時
に
被

害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
さ
ん
が
取
り
ま

と
め
を
す
る
場
合
は
、
期
日
ま
で
に
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

❸
立
て
札
は
目
立
つ
場
所
に

立
て
札
の
設
置
は
、
圃
場
の
確
認
や
評
価

に
大
変
重
要
で
す
。
稲
穂
よ
り
高
く
、
圃
場

の
道
路
側
な
ど
、
わ
か
り
や
す
い
位
置
に
立

て
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
刈
り
取
り
が
終
わ
る
ま
で
外
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

圃場の中（農道側）に
立てる。

圃場と圃場の間でどちら
の立て札かわからない。
圃場の中に立っていない。

	 減収量	 基準収穫量× 3割	 ㎏当たり価格	 支払共済金

［（500㎏－ 200㎏）－（500㎏× 0.3）］× 176 円＝ 26,400 円
※肥培管理や防除等が不適切な場合には、分割評価を行う場合があります。

共済金の計算方法

◦１筆方式７割補償で加入	 ◦面積 10㌃
◦基準収穫量 500㎏	 ◦見込収穫量が 200㎏だった場合

３割（150㎏）
支払対象になりません。

７割（350㎏）
共済金の支払対象です。この部分の減収を補償します。

基準収穫量（500㎏）

平成28年産の１㎏当たりの共済金額は、176円です。

すべては、ふくしまの、農業発展のために。

たとえ
ば

農道

組合
（支所）

組合
（本所）

農林水産大臣
（農林水産省）

農家

損
害

通
知

評
価
高
の

報
告

組
合
当
初

評
価
高
の
報
告

東北農政局が減収調査を行い、減収量を算出します

被害申告

悉皆（全筆）調査
（損害評価員）

抜取調査
（損害評価会委員（調査委員））

減収調査

損害高の認定

抜取調査
（損害評価会委員）

損害評価会
（損害評価会委員（審議委員））

立て札

被害申告のあった
全圃場について検
見調査を行います

悉皆調査の損害評価結果を
審査するため実測調査を行
います

抜取調査結果に基づき、組合
の評価高について審議・答申
します

組合（支所）の
損害評価結果
を審査するた
め、実測調査
を行います

良い例 悪い例

農道

○ ×

損害評価の流れ
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収
穫
時
期
を
迎
え
、農
作
業
が
忙
し
く
な
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。収
穫
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
に
も
、
作
業
前
の
点
検
や
整
備
は
大
切
で
す
。

　

わ
ら
く
ず
や
土
の
塊
が
機
械
に
残
っ
て
い
る
こ

と
が
原
因
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、稼
働
前
の
点
検
で

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

万
全
な
稼
働
前
点
検
で

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

庭先診断
チェックポイント

もしもの際に大きな安心

農機具共済
トラクター

コンバイン

トラクターは、過酷な条件を PTO で作業機に動力を提供しながら進んでいきます。足回りは当然ですが、回転
力を伝えるジョイント部分などにはグリス・注油箇所が必ずあります。作業前点検の際には、グリス・注油箇所の
グリスアップ・注油は忘れずに行ってください。（NOSAI 福島 農機具共済損害評価員による解説）

刈り取り・脱穀・排藁処理を同時に行う万能機械、コンバイン。切れ味の鋭い部品やチェーンなどが、当たり前
のように剥き出しになっています。それら部品の定期的点検が、作業効率の向上のみならず、安全面の向上にもつ
ながります。（NOSAI 福島 農機具共済損害評価員による解説）

ファンベルト
ベルトの緩みは
ありませんか？

ファンベルト
ベルトの緩みは
ありませんか？

バッテリー
液は規定量

入っていますか？

バッテリー
液は規定量

入っていますか？

冷却水
冷却水は規定量
入っていますか？

冷却水
冷却水は規定量
入っていますか？

刈取ベルト
ベルトの緩みは
ありませんか？

脱穀ベルト
ベルトの緩みは
ありませんか？

走行ベルト
ベルトの緩みは
ありませんか？

ブレーキペダル
ブレーキの効きは

充分ですか？

エンジンオイル
オイルは規定量入っていますか？

定期交換していますか？

エンジンオイル
オイルは規定量入っていますか？

定期交換していますか？

写真提供／ISEKI

写真提供／ISEKI

今年県内では、すでに 7 件の農作業死亡事故が発生し、8 月に警報
が発令されました。これから秋の農作業が忙しくなる時期です。体調
管理に十分留意し、農業機械の操作にも十分注意を払ってください。

「福島県農作業安全推進本部」からの農作業における注意点をお
知らせします。

１．余裕を持って作業しましょう。
２．高齢者の事故に注意しましょう。
３．機械点検・清掃時はエンジンを止めましょう。

只今、秋の農作業安全運動重点推進期間です
〜9月1日から10月31日まで〜

事故が発生したら、最寄りの NOSAI 各支所へすぐにご連絡をお願いします。

昨
年
度
の
共
済
金
は

２
億
８
千
万
円

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
共
済
「
の
う
き
く

ん
」
は
思
わ
ぬ
災
害
か
ら
あ
な
た
の
大
切
な
農

機
具
を
お
守
り
し
ま
す
。
万
一
の
災
害
に
備

え
、「
の
う
き
く
ん
」
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
27
年
度
の
農
機
具
共
済
で
は
、

３
０
９
９
台
に
共
済
事
故
が
発
生
し
、
約

２
億
８
千
万
円
の
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま

し
た
。

満
額
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す

農
機
具
共
済
は
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

支
払
共
済
金
は
新
調
達
価
額
に
対
す
る
加
入

共
済
金
額
の
割
合
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

十
分
な
補
償
を
受
け
る
た
め
に
も
、
新
調
達

価
額
と
同
額
と
な
る
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

事
故
原
因
第
１
位
は
「
接
触
」

平
成
27
年
度
に
発
生
し
た
事
故
の
原
因
は
、
接

触
が
１
９
７
５
台
で
最
も
多
く
全
体
の
６
割
を

超
え
ま
し
た
。
次
い
で
、
ぬ
か
る
み
か
ら
引
き
上

げ
る
際
の
事
故
や
収
穫
物
の
巻
き
込
み
に
よ
る

事
故
等
が
多
く
を
占
め
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
参
照
）

農
繁
期
前
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
共
済

「
の
う
き
く
ん
」
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

農機具共済の種類と補償対象事故

火災共済

総合共済

農作業の３つの注意

更新共済

平成27年度 事故原因別割合（台数）

接触
64%（1,975台）

異物の巻き込み
4%（133台）

つい落 4%（113台）
衝突 2%（67台）

鳥獣害 1%（43台）

その他 3%（104台）

その他
稼働中

22%（664台）

その他稼働中＝ぬかるみから引き上げる際の損害、収穫物の巻き込みによる損害等

火災、落雷、破裂または爆発の事故を補
償します

火災共済の事故のほかに、次の事故を補
償します。
物体の落下、飛来／接触、異物の巻き込
み／盗難による盗取またはき損／鳥獣害
／風水害、土砂崩れ等の自然災害／その
他クローラ等の損害など

総合共済と同様の事故を補償し、加えて
農機具の買い替えをするための資金を
積み立てるもので、加入期間は、耐用年
数の範囲内で3年から7年の間で選択で
きます。

破裂・爆発

転覆・墜落

落雷

衝突・接触

火災

自然災害

もしもの際に大きな安心

農機具共済

タイヤの空気圧
規定圧と左右のバラン
スは取れていますか？

！
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損
害
評
価
会

部会名 部会長 部会長代行

農作物引受部会 高橋　正雄
（農家代表・川俣町）

佐藤　文弘
（農家代表・いわき市）

水稲共済部会 丹治　喜仁
（福島県農林水産部水田畑作課）

藤澤　弥榮
（福島県農業総合センター作物園芸部稲作科）

麦共済部会 本馬　昌直
（福島県農林水産部農業振興課）

東條　浩幸
（福島県農業総合センター生産環境部作物保護科）

家畜共済部会 浦山　良雄
（公益社団法人福島県獣医師会）

山本　みどり
（福島県農林水産部畜産課）

果樹共済部会 増子　俊明
（福島県農業総合センター果樹研究所栽培科）

星　保宜
（福島県農林水産部園芸課）

畑作物共済部会 佐藤　宏光
（福島県農林水産部水田畑作課）

五十嵐　裕二
（福島県農業総合センター作物園芸部畑作科）

蚕繭共済部会 菅野　雅敏
（福島県農林水産部園芸課）

五十嵐　裕二
（福島県農業総合センター作物園芸部畑作科）

園芸施設共済部会 大高　佳博
（福島県農林水産部園芸課）

伊東　かおる
（福島県農業総合センター作物園芸部野菜科）

建物共済部会 渡邉　佳文
（福島県土木部建築指導課）

仁井　智己
（福島県農業総合センター企画経営部経営農作業科）

農機具共済部会 齋藤　満
（福島県農業機械商業協同組合）

星野　州宏
（全国農業協同組合連合会福島県本部）

損害評価会長

浦山 良雄 氏

坂本啓子会長

損害評価会長････････ 浦山　良雄（公益社団法人福島県獣医師会）
会長代行････････････ 本馬　昌直（福島県農林水産部農業振興課）

　　平成28年度 損害評価会 会長・会長代行（敬称略）

　　平成28年度損害評価会 部会長・部会長代行（敬称略）

　　損害評価会委員の役割と任務

組合の支払うべき共済金に係る損害の額の認定に関し、組合の諮
問に応じ、また共済事故に係る損害の防止および認定に関する重要
事項について調査審議を行います。

６
月
８
日
、
福
島
市
栄
町
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
本
所

に
て
、「
損
害
評
価
会
」
が
開
催
さ
れ
、
損
害
評
価
会

長
や
各
部
会
の
部
会
長
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

損
害
評
価
会
長
に
は
、
公
益
社
団
法
人
福
島
県
獣
医

師
会
長
の
浦
山
良
雄
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
各
部
会

の
部
会
長
と
部
会
長
代
行
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

損
害
評
価
会
長
、

各
部
会
長
が
決
定

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島

女
性
部
連
絡
協
議
会
が
発
足

研
究
体
験
発
表
会
で

獣
医
畜
産
技
術
の
研
鑽

６
月
20
日
、二
本
松
市
岳
温
泉
の
「
陽
日
の

郷
あ
づ
ま
館
」
で
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
女
性
部

連
絡
協
議
会
第
１
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会

長
に
相
馬
支
所
女
性
部
の
坂
本
啓
子
さ
ん
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
４
月
１
日
に
県
内
９
つ
の
農
業
共
済

組
合
が
合
併
し
、
福
島
県
農
業
共
済
組
合
が

発
足
し
た
こ
と
に
伴
い
、
女
性
部
の
活
動
に

お
い
て
も
、
昨
年
度
ま
で
の
活
動
の
継
続
を

基
本
に
、
新
体
制
下
で
新
た
に
協
議
会
が
設

立
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
に
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
女
性
部
の

部
長
な
ど
約
18
名
の
役
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

規
約
や
平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
の
議

案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
、

岳
温
泉
旅
館
協
同
組
合
理
事
長
の
鈴
木
安
一

氏
に
よ
る
講
演
「
岳
温
泉
と
安
達
太
良
山
の

歴
史　

～
二
本
松
藩
と
会
津
藩
の
国
境
争
い

逸
話
～
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次
の
と
お
り

で
す
（
敬
称
略
）。

▽
会
長
＝
坂
本
啓
子
（
相
馬
支
所
）
▽
副

会
長
＝
鈴
木
静
枝
（
安
達
支
所
）、
渡
辺
け
さ

子
（
郡
山
田
村
支
所
）、
田
中
輝
子
（
会
津
支

所
）

各支所女性部の部長、副部長らが出席した

発表する山口獣医師。県内外から約５０名が出席した

７
月
７
～
８
日
、
西
郷
村
小
田
倉
の
家
畜

改
良
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
28
年
度
家
畜
診
療

技
術
研
究
体
験
発
表
会
お
よ
び
獣
医
師
職
員

研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島

の
獣
医
師
の
ほ
か
、
他
県
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
獣

医
師
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
日

常
業
務
の
中
で
の
症
例
や
継
続
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
な
ど
を
ま
と
め
て
発
表
す
る

も
の
。
今
年
は
10
題
の
研
究
発
表
と
２
題
の

卒
業
論
文
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
研
究
体
験
発
表
会
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◦
東
北
地
区
獣
医
師
発
表
会
へ
推
薦

「
１
酪
農
場
に
お
け
る
乳
頭
ロ
ス
コ
ア
と

乳
房
炎
発
生
状
況
の
関
係
」

県
北
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

山
口　

佳
恵

「
牛
の
ナ
ッ
ク
ル
整
復
用
伸
展
副
木
（
Ｂ
Ｅ

Ｓ
）
の
考
案
」

い
わ
せ
石
川
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

蕪
木　

洋
之

◦
福
島
県
獣
医
畜
産
技
術

　
総
合
研
究
発
表
会
へ
推
薦

「M
annheim

ia varigena

感
染
の
見

ら
れ
た
虚
弱
子
牛
の
１
例
」

郡
山
田
村
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー佐

藤　

羊
夏

「
交
雑
種
子
牛
に
み
ら
れ
た
髄
膜
脳
瘤
の

１
症
例
」

白
河
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

和
田　

理
恵

◦
日
本
家
畜
臨
床
学
会
へ
推
薦

「
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
が
疑
わ
れ
た
発
育

不
良
黒
毛
和
種
育
成
牛
の
１
症
例
」

　

会
津
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー　

小
笠
原　

良

トピックス

トピックス
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「
新
商
品
の
大
根
の
葉
と
ア
ミ
を
混
ぜ

た
ふ
り
か
け
が
、
ご
飯
に
よ
く
合
い
お
す

す
め
で
す
よ
」と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、石

川
郡
石
川
町
に
あ
る
食
品
加
工
所
「
野
木

沢
加
工
所
ふ
じ
わ
ち
ゃ
ん
」
で
代
表
を
務

め
る
吉
田
和
子
さ
ん
（
70
）。

同
グ
ル
ー
プ
は
町
の
活
性
化
の
た
め
、

平
成
23
年
に
町
づ
く
り
委
員
会
の
特
産
品

部
会
と
し
て
発
足
し
、
14
名
の
会
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
当
初
よ
り
新
鮮

で
安
心
な
食
品
を
た
く
さ
ん
の
人
に
届
け

た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
平
成
27
年
４

月
に
は
念
願
の
食
品
加
工
所
「
野
木
沢
加

工
所
ふ
じ
わ
ち
ゃ
ん
」
を
石
川
町
野
木
沢

駅
前
で
始
め
ま
し
た
。

加
工
所
で
は
、第
１
・
第
３
日
曜
日
に
朝

市
を
開
き
、
食
品
加
工
品
の
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。
地
場
産
の
野
菜
に
こ
だ
わ
り
、

福
島
市
佐
原
で
酪
農
経
営
す
る
佐
々
木
光
洋
さ

ん
（
47
）。
父
の
健
三
さ
ん
（
75
）
が
昭
和
35
年
に

酪
農
を
は
じ
め
、「
牛
乳
本
来
の
お
い
し
さ
を
お
客

さ
ん
に
直
接
届
け
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、

昭
和
62
年
に
「
さ
さ
き
牛
乳
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
は
光
洋
さ
ん
と
妻
の
裕
子
さ
ん
（
47
）
が
共

に
協
力
し
て
、自
分
で
搾
っ
た
生
乳
を
低
温
殺
菌
牛

乳
と
し
、「
お
い
し
い
・
安
心
・
身
近
な
牛
乳
を
直

接
お
客
さ
ま
へ
お
届
け
す
る
」と
い
う
創
業
来
の
思

い
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

今
年
５
月
に
は
光
洋
さ
ん
の
姉
の
國こ

府う

田だ

純
さ

ん
（
48
）
が
「
こ
の
牛
乳
の
お
い
し
さ
を
よ
り
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
「
さ
さ
き
牧
場
カ
フ
ェ
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し

た
。看
板
商
品
は
新
鮮
な
牛
乳
を
た
っ
ぷ
り
と
使
っ

た
、牛
乳
の
お
い
し
さ
が
際
立
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
。他
の
ア
イ
ス
屋
さ
ん
が
た
く
さ
ん
の

フ
レ
ー
バ
ー
で
華
や
か
さ
を
売
り
に
す
る
中
、シ
ン

プ
ル
に
牛
乳
の
味
を
前
面
に
出
し
、子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
が
気
構
え
る
こ
と
な
く
立
ち
寄
れ
る
憩

い
の
場
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
店
づ
く
り
を
し

ま
し
た
。
姉
弟
と
も
に
、「
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
さ

さ
き
牛
乳
や
牧
場
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
」
と
今
後
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
さ
さ
き
牛
乳

福
島
市
佐
原
字
入
左
原
50ｰ

１

（
☎
０
２
４
・
５
９
３
・
２
８
１
１
）

さ
さ
き
牧
場
カ
フ
ェ

福
島
市
佐
原
字
川
久
保
15ｰ

１

（
☎
０
２
４
・
５
７
３
・
７
３
４
３
）

メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
や
食
品
加
工
、
販
売

に
至
る
ま
で
全
て
会
員
だ
け
で
行
い
ま
す
。

特
に
「
味
お
こ
わ
」
は
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
、

毎
回
90
食
分
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
30
分

程
で
売
り
切
れ
て
し
ま
う
の
だ
と
か
。

今
で
は
地
元
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
に
出
店
。
遠
方
で
は
都
内
や
横
浜

市
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
キ
ュ

ウ
リ
や
ナ
ス
の
漬
物
、
ふ
り
か
け
を
各

１
５
０
点
ほ
ど
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
全
て

完
売
し
ま
し
た
。

「
新
商
品
の
開
発
が
悩
み
ど
こ
ろ
で
す

が
、
買
い
に
来
て
く
れ
る
お
客
さ
ま
の
笑

顔
の
た
め
、
自
分
自
身
も
楽
し
み
な
が
ら

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
吉
田
さ

ん
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
４
７
・
２
６
・
４
９
３
９
）

「
地
域
の
方
々
に
、
憩
い
の
場
を
提
供

し
た
い
で
す
」と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、田

村
市
都
路
町
の
今
泉
富
代
さ
ん（
68
）。
平

成
25
年
６
月
１
日
、
築
１
０
０
年
以
上
に

な
る
自
宅
を
、
田
村
市
復
興
応
援
隊
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
な
が
ら
改

装
し
、「
よ
り
あ
い
処　

華は
な

」
の
看
板
を
掲

げ
、
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。

当
時
、
都
路
町
で
は
東
日
本
大
震
災
の

影
響
か
ら
営
業
し
て
い
る
食
堂
が
な
く
、

地
域
住
民
の
交
流
の
場
も
少
な
か
っ
た
と

い
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
地
元
で
学
校
再

開
が
決
ま
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
子

供
や
高
齢
者
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
を
作

り
た
い
」「
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
、

皆
で
楽
し
く
生
活
を
し
て
い
き
た
い
」
と

い
う
思
い
が
膨
ら
み
、
同
年
１
月
か
ら
準

備
を
始
め
、
わ
ず
か
半
年
足
ら
ず
で
今
の

お
店
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
よ
り
あ
い
処　

華
」
で
は
、現
在
、月

曜
・
水
曜
・
金
曜
の
週
３
日
、「
田
村
八
彩

カ
レ
ー
」
や
「
け
ん
ち
ん
う
ど
ん
」
な
ど
、

野
菜
中
心
で
温
も
り
あ
る
家
庭
的
な
料
理

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
月
曜

い
わ
き
市
川
前
町
下
桶
売
志し

田だ

名み
ょ
うの

松

本
英
人
さ
ん（
66
）は
妻
の
栄
子
さ
ん（
65
）

と
、
震
災
後
５
年
ぶ
り
と
な
る
水
稲
の
作

付
け
を
再
開
し
ま
し
た
。
除
染
作
業
が
落

ち
着
い
た
こ
と
と
、
作
付
け
を
し
な
い
状

況
が
続
く
と
耕
地
が
荒
れ
て
し
ま
う
こ
と

を
考
慮
し
作
付
け
を
再
開
し
ま
し
た
。

今
ま
で
に
作
付
け
し
た
こ
と
の
あ
る
安

定
し
た
収
穫
量
が
期
待
で
き
る
、
飼
料
用

米
と
し
て
チ
ヨ
ニ
シ
キ
を
約
１
５
０
㌃
の

耕
地
に
作
付
け
し
ま
し
た
。

「
除
染
作
業
に
よ
り
土
が
は
ぎ
取
ら
れ
、

耕
地
の
環
境
が
震
災
前
と
大
き
く
変
わ
っ

て
し
ま
い
、
肥
料
を
ど
の
ぐ
ら
い
入
れ
た

ら
良
い
か
手
探
り
状
態
で
し
た
」
と
英
人

さ
ん
。

日
に
は
、
無
料
で
手
芸
教
室
な
ど
を
開
催

し
、
地
域
の
子
供
た
ち
や
高
齢
者
の
方
々

と
共
に
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
泉
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
は
、
一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
に
お
惣
菜
を
配
達
し
た

り
、
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
で
あ
る
一
生

漬
け
を
店
頭
で
販
売
し
た
り
も
し
て
い
き

た
い
で
す
。地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、や

り
た
い
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
」
と
、
今
後
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
よ
り
あ
い
処　

華

田
村
市
都
路
町
古
道
字
新
町
67

（
☎
０
８
０
・
８
２
０
３
・
８
７
８
７
）

「
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
後
継
者
を
育
て

る
た
め
に
団
体
や
組
織
等
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
今
は
米
価
が

安
い
の
で
大
変
で
す
が
、
消
費
者
の
方
に

も
後
押
し
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
後
継
者

が
育
つ
環
境
を
作
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
元
気
通
信
！

左から裕子さん、光洋さん、純さん

看板商品の
オリジナル

ソフトクリーム
（右）と

ささき牛乳

今年５月に
オープンした
「ささき牧場

カフェ」

代表の吉田和子さん

野木沢駅前の野木沢加工所「ふじわちゃん」のメンバー。
左から代表の吉田さん、佐藤ミサオさん、二瓶順子さん、

二瓶元子さん、三瓶勝子さん、十文字朝子さん

一番人気の「味おこわ」

作付けした圃場

松本英人さん、栄子さん夫妻

「よりあい処 華」の店内で富代さん

県北支所いわせ石川支所

いわき支所

郡山田村支所

地
域
に
元
気
を
届
け
よ
う
と
、
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ん
。

日
頃
の
活
動
の
様
子
や
今
後
の
展
望
を
、
各
支
所
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

牛
乳
本
来
の

お
い
し
さ
を

届
け
て
い
き
た
い

「
さ
さ
き
牛
乳
」

地
域
の
活
性
化
に
貢
献

「
よ
り
あ
い
処
　
華
」

志田名で
震災後初の水稲の
作付けを再開

念願の食品加工所で
町の活性化を

「野木沢加工所 ふじわちゃん」

心を込めて
作っています！

若い力を
もっと
農業に !! 憩いの場

としてご利用
ください！

ぜひお越し
ください！
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水
稲
の
作
付
面
積
を
少
し
ず
つ
増
や

し
て
き
ま
し
た
が
、
米
価
の
低
下
で
米

農
家
は
年
々
厳
し
く
な
り
後
継
者
も
不

足
し
て
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
が
活
躍

し
魅
力
あ
る
農
業
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
ま
す
。

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
り
自
然
災
害

が
多
発
し
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
は
農
家

に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
制
度
で
す
。

組
合
員
が
安
心
し
て
加
入
し
、
十
分
な

補
償
が
受
け
ら
れ
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

今
後
、
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性
を
保
て

る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
が
一
つ
に
合
併
し
た
こ
と
で
、
ど
こ

の
地
域
で
農
業
を
し
て
も
同
じ
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
水
稲
や
雪
下
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど

を
作
付
け
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
規

模
拡
大
や
人
手
不
足
を
補
う
た
め
に
も
、

他
の
地
域
の
農
家
と
情
報
を
交
換
す
る

な
ど
の
機
会
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

農
家
の
高
年
齢
化
に
伴
い
遊
休
農
地

が
増
え
る
中
、
土
地
を
集
積
し
平
成
18

年
に
農
業
法
人
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

農
業
は
天
候
次
第
で
品
質
や
収
量
に
影

響
す
る
も
の
な
の
で
、
万
が
一
の
災
害

の
時
に
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
大
い
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
農
業
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、地
域
に
根
差
し
た
、農
家
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

い
わ
き
市
の
避
難
先
か
ら
楢
葉
町
の

自
宅
に
毎
日
通
っ
て
、
７
月
か
ら
試
験

的
に
和
牛
を
飼
養
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
中
に
本
宮
市
場
や
鹿
児
島
県
な
ど
か

ら
導
入
し
15
頭
に
増
や
す
予
定
で
す
。

農
機
具
共
済
に
も
加
入
し
て
お
り
ま
す

が
、
周
り
の
方
に
加
入
を
勧
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
通
り
、
き
め
細

や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

渡
辺 

仁
司
さ
ん
（
64
）

本
宮
市

◦
水
稲
42
㌶

真
田 

良
幸
さ
ん
（
59
）

会
津
若
松
市

◦
水
稲
28
㌶
、
雪
下
キ
ャ
ベ
ツ
50
㌃
、

　

そ
ば
２
㌶
、
大
豆
15
㌃

恵
み
の
フ
ァ
ー
ム　

代
表

加
藤 

春
男
さ
ん
（
75
）

新
地
町

◦
水
稲
４
㌶
、
麦
16
㌶
、
大
豆
40
㌶

渡
辺 

秀
幸
さ
ん
（
55
）

楢
葉
町

◦
繁
殖
和
牛
５
頭

安達支所

相馬支所

こ
れ
か
ら
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
期
待
す
る
こ
と
組
合
員
の
声

異常気象が
続く中、

ＮＯＳＡＩ制度は
重要な制度。

他地域の
農家と情報交換
の場を提供して

ほしい。

万一の
災害時には

ＮＯＳＡＩに大いに
期待したい。

周りの方にも
加入を

勧めたいと
思っています。

会津支所

双葉支所

皆
さ
ん
は
、
脳
卒
中
は
寒
い
冬
に
多
い
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
と
こ
ろ
が
、
脳
卒
中
の
死
亡
者

の
６
割
を
占
め
る
脳
梗
塞
（
脳
の
血
管
が
詰
ま
る

タ
イ
プ
の
脳
卒
中
）
に
限
る
と
、
１
年
の
中
で
夏

（
６
～
８
月
）
が
最
も
多
く
起
こ
っ
て
い
る
の
で

す
。
脳
梗
塞
は
、
死
亡
率
を
上
げ
る
ば
か
り
で
な

く
、
高
齢
者
の
介
護
度
や
、
寝
た
き
り
度
を
高
め

ま
す
。
な
ぜ
、
夏
に
脳
梗
塞
が
起
き
や
す
い
か
？

そ
れ
は
、
暑
く
湿
度
が
高
い
と
、
脱
水
状
態
に
な

り
、
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
る
た
め
、
血
流
が
悪

く
な
っ
た
り
、
血
栓
が
で
き
や
す
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
に
よ
り
、
血
管
が
詰
ま
り
や
す
い
か
ら
で

す
。
熱
中
症
ば
か
り
で
は
な
く
、
脳
梗
塞
も
同
じ

く
危
険
性
が
高
い
季
節
な
の
で
す
。

 

そ
れ
で
は
、
脳
梗
塞
の
予
防
法
を
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
第
一
は
、
熱
中
症
対
策
と

同
じ
く
水
分
補
給
で
す
。
寝
て
い
る
間
に
も
コ
ッ

プ
１
杯
以
上
の
汗
は
か
き
ま
す
し
、
呼
吸
の
息
で

も
水
分
は
蒸
発
し
て
い
ま
す
。
寝
る
前
、
起
床
時
、

外
出
前
後
、入
浴
前
後
な
ど
、こ
ま
め
に
水
分
を
と

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
逆
に
脱
水

を
増
悪
さ
せ
る
の
で
、
大
量
飲
酒
は
控
え
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
第
二
に
夏
風
邪
に
注
意
で
す
。
夏
風

邪
な
ど
感
染
症
に
か
か
る
と
、
血
液
が
固
ま
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
冷
房
は
適
温
に
設
定
し
、夏
風
邪

を
ひ
か
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
第
三
は
、生

活
習
慣
病
の
改
善
で
す
。
脳
梗
塞
は
、
高
血
圧
症
・

糖
尿
病
・
高
脂
血
症
な
ど
動
脈
硬
化
を
き
た
す
疾

患
を
持
っ
て
い
る
人
に
多
く
起
こ
り
ま
す
。
ち
ゃ

ん
と
薬
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。
次
の
標

語
を
実
践
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

清明クリニック
佐藤 睦子

◦脳梗塞の前触れ

0

20

40

60

80

100

120

（人）140

午後8～12時午後4～8時午後0～4時午前8～12時午前4～8時午前0～4時

脳卒中の時間帯別発症数

早朝から
午前中にかけて
発症が多い

31

81
71

58

21

139
●のどの渇きは、脱水状態が始まっている証拠です。渇
きを感じてから水を飲むのではなく、渇きを感じる前に
水分をとることが大切です。

●寝る前、起床時、スポーツ中・スポーツの前後、入浴の
前後、飲酒中・飲酒後、そしてのどが渇く前に、こまめな
水分補給を心がけましょう。

脱水状態にならないよう、こまめに水分補給をしましょう！
水分補給は　早めに　こまめに！

夏の脳梗塞対策

はじめよう!
健康生活

（出典：フラミンガム研究）

脳卒中予防十ヵ条（日本脳卒中協会）

１．手始めに「高血圧」から治しましょう
２．「糖尿病」放っておいたら悔い残る
３．「不整脈」見つかり次第すぐ受診
４．予防には「タバコ」を止める意志を持て
５．「アルコール」控えめは薬 過ぎれば毒
６．高すぎる「コレステロール」も見逃すな
７．お食事の「塩分・脂肪」控えめに
８．体力に合った「運動」続けよう
９．万病の引き金になる「太りすぎ」
10．脳卒中起きたらすぐに「病院」へ

『脳卒中警報』
発令中！

第2回

視覚に関する症状 言葉に関する症状 運動に関する症状

平衡感覚に関する症状 感覚機能に関する症状

片方の目が見えない

視野の半分が
欠ける

言葉が出ない
………

手足に力が入らない
麻痺して動かせない

体の片側だけが
痺れる・感覚がない

突然のめまい
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からのお知らせ からのお知らせ

　ご加入しているハウスに被害が発生したと
き、施設内農作物に病虫害の兆候が確認され
たときは、損害評価が必要となりますので速や
かにＮＯＳＡＩ各支所へご連絡をお願いします。
　※損害の通知が遅れ被害状況を確認できな
い場合は、共済金をお支払いできなくなります。
　連絡先は裏表紙をご参照ください。

被害が発生したら、
すぐにＮＯＳＡＩへ連絡を

果
樹
共
済　

～
自
然
災
害
へ
の
備
え
に
～

本
県
で
加
入
で
き
る
共
済
目
的
の
種
類
は
、「
り
ん
ご
」「
ぶ
ど
う
」「
な
し
」

「
も
も
」
の
４
樹
種
で
す
。
近
年
、
異
常
気
象
の
中
、
大
型
の
台
風
、
爆
弾
低

気
圧
や
降
ひ
ょ
う
等
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
時
期
や
場
所
で
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
備
え
て
、
果
樹
共
済
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

台風によって引き起こされる災害は、風害や水害、高潮害などがあります。これらが
複合すると大きな災害となり、この時期は、豪雨、ひょう害、雷、突風など局地的な災
害も多くなります。
園芸用ハウスはもとより、施設内農作物や附帯施設についても、その後の事業再開の
ために、ぜひ園芸施設共済に加入しましょう。

台風が襲来する季節になりました
園芸施設共済へ加入しましょう!!

加入者のみなさまへ

加
入
の
基
準

共
済
目
的
の
種
類
等
（
類
区
分
（
早
生
、

中
生
、
晩
生
））
ご
と
に
５
㌃
以
上
栽
培
し

て
い
る
方
が
加
入
で
き
ま
す
。

（
注
）
特
定
危
険
方
式
に
つ
い
て
は
、共

済
目
的
の
種
類
ご
と
の
栽
培
面
積
が
20
㌃

以
上
（
類
区
分
（
早
生
、
中
生
、
晩
生
）
ご

と
に
５
㌃
以
上
）
で
、栽
培
経
験
が
５
年
以

上
の
方
が
加
入
で
き
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済
と
は
！

農
作
物
を
栽
培
す
る
、パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や

鉄
骨
ハ
ウ
ス
な
ど
に
、自
然
災
害
等
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
時
に
損
害
を
補
償
す
る
制

度
で
す
。

加
入
で
き
る
施
設
園
芸
等
は
！

◦
特
定
園
芸
施
設
（
ハ
ウ
ス
＋
被
覆
物
）

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
ガ
ラ
ス
室
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
、

雨
よ
け
ハ
ウ
ス
な
ど

◦
附
帯
施
設

　

暖
房
施
設
、
換
気
施
設
、
か
ん
水
施
設
、

　

自
動
制
御
施
設
な
ど

◦
施
設
内
農
作
物

施
設
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
野
菜
、
花
き
類
の

生
産
費
を
補
償
（
福
島
県
で
設
定
し
て
い
る
作

物
に
限
る
）

そ
の
ほ
か
の
補
償
！

◦
撤
去
費
用

ハ
ウ
ス
本
体
（
被
覆
材
を
除
く
）
の
解
体
、
撤

去
、
処
分
に
要
す
る
費
用

◦
復
旧
費
用

ハ
ウ
ス
本
体
（
被
覆
材
を
除
く
）、
附
帯
施
設

の
復
旧
に
要
す
る
費
用

加
入
の
申
し
込
み
は
！

施
設
園
芸
用
の
施
設
１
棟
ご
と
に
な
り

ま
す
が
、所
有
す
る
棟
全
て
を
加
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
一
括
加
入
方
式
）

補
償
期
間
（
共
済
責
任
期
間
）

補
償
方
式
（
引
受
方
式
）

加
入
の
時
期

共
済
事
故
は
！

◦
風
水
害
、
ひ
ょ
う
害
、
雪
害
そ
の
他
気
象
上
の

原
因
（
地
震
及
び
噴
火
を
含
む
）
に
よ
る
災
害

◦
火
災

◦
破
裂
及
び
爆
発

◦
航
空
機
の
墜
落
及
び
接
触
並
び
に
航
空
機
か

ら
の
物
体
の
落
下

◦
車
両
及
び
そ
の
積
載
物
の
衝
突
及
び
接
触

◦
病
虫
害

◦
鳥
獣
害

掛
金
は
！

掛
金
の
50
％
を
国
が
負
担
し
て
い
ま
す

の
で
、
加
入
者
の
実
負
担
は
、
掛
金
の
半
分

と
な
り
ま
す
。（
共
済
金
額
８
千
万
円
ま
で

が
上
限
。復
旧
費
用
部
分
の
掛
金
は
加
入
者

の
全
額
負
担
と
な
り
ま
す
）

補
償
の
対
象
と
な
る
災
害
は
！

減
収
総
合
方
式
は
、
す
べ
て
の
気
象
災

害
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
、
病
虫
害
、
鳥

獣
害
な
ど
に
よ
る
果
実
の
減
収
を
補
て
ん

し
ま
す
。

降ひょうによる「なし」の傷果台風による「りんご」の落果

水害により被害を受けたトマト 台風で被害を受けたパイプハウス

引
受
方
式

加
入
申
込
み
期
間

半
相
殺
減
収
総
合
一
般
方
式

４
月
１
日
～
５
月
31
日

半
相
殺
減
収
総
合
短
縮
方
式

半
相
殺
特
定
危
険
方
式

１
月
20
日
～
２
月
20
日

減収総合一般方式
花芽の形成期から翌年の収穫期まで

減収総合短縮方式・特定危険方式
発芽期から収穫期まで

花芽の形成期 収穫期 発芽期 収穫期

発芽期 収穫期

干害

鳥獣害
風水害

凍霜害 ひょう害

共
済
掛
金

農
家
の
経
営
安
定
を
図
り
、負
担
を
軽
く

す
る
た
め
に
、お
支
払
い
た
だ
く
掛
金
の
半

分
を
国
が
負
担
し
て
お
り
ま
す
。

半相殺方式
被害樹園地の減収分のみにより損害を把握する方式

付保割合 内　容
減
収
総
合
方
式

一般方式 5〜7割 被害樹園地の果実の減収量の合計が、その農家の樹園地ごとの基準収穫量の
合計の 3 割を超えるときに共済金を支払います。

短縮方式 5～7割 一般方式と同じ内容で共済責任期間の短縮されたものです。

特
定
危
険
方
式

減収暴風雨方式 5～8割 暴風雨による果実の減収量の合計が、その農家の基準収穫量の 2 割を超える
ときに共済金を支払います。

減収ひょう害方式 5～8割 降ひょうによる果実の減収量の合計が、その農家の基準収穫量の 2 割を超え
るときに共済金を支払います。

減収凍霜害方式 5～8割 凍傷又は降霜による果実の減収量の合計が、その農家の基準収穫量の 2 割を
超えるときに共済金を支払います。

減収暴風雨・
ひょう害方式 5～8割 暴風雨又は降ひょうによる果実の減収量の合計が、その農家の基準収穫量の

2 割を超えるときに共済金を支払います。
減収暴風雨・

ひょう害・凍霜害方式 5～8割 暴風雨、降ひょう、凍傷又は降霜による果実の減収量の合計が、その農家の
基準収穫量の 2 割を超えるときに共済金を支払います。
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からのお知らせ からのお知らせ

白河家畜診療センター

平
ひら

山
やま

 貴
たか

博
ひろ

いわせ石川家畜診療センター

竹
たけ

内
うち

 麻
ま

依
い

災
害
に
備
え
建
物
共
済
に
ご
加
入
を

建
物
共
済
の
ご
加
入
で
は
建
物
の
再
取
得
価
額（
新
築

価
格
）
に
合
わ
せ
た
ご
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

（
坪
単
価
の
目
安
参
考
）

建
物
再
取
得
価
額
に
合
わ
せ
た
加
入
で
補
償
が
充
実

お
支
払
い
す
る
共
済
金
は
共
済
金
額
の
加
入
割
合（
再
取
得
価
額
に
対
す
る
加
入

共
済
金
額
の
割
合
）
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。（
支
払
い
例
参
考
）

人
事
異
動

４
月
１
日
付
で
獣
医
師
の
勤
務
地
が
変
わ
り
ま
し
た
。（　

）
内
は
旧
勤
務
地
で
す
。

◦
浜
通
り
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
所
長
…
折
笠 

瑞
明
（
会
津
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
所
長
）

◦
会
津
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
所
長
…
…
木
田 

勝
美
（
郡
山
田
村
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
次
長
）

◦
白
河
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
次
長
…
…
樋
口 

貞
行
（
郡
山
田
村
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
次
長
）

◦
白
河
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
和
田 

理
恵
（
県
北
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
）

◦
会
津
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
小
笠
原 

良
（
白
河
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
）

◦
県
北
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
山
口 

佳
恵
（
白
河
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
）

◦
郡
山
田
村
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
…
…
原
田 

博
之
（
浜
通
り
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
所
長
）

白
河
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
平
山
貴
博
と
申
し
ま
す
。

出
身
は
九
州
の
福
岡
県
で
す
。

私
が
勤
務
地
と
し
て
福
島
県
を
選
ん

だ
理
由
は
、
四
季
折
々
の
自
然
の
美
し

さ
を
備
え
、
深
い
歴
史
や
文
化
に
満
ち

た
福
島
県
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。

今
後
の
抱
負
と
し
て
は
、
ま
ず
は
先

輩
方
の
知
識
や
技
術
を
な
る
べ
く
多
く

盗
ん
で
自
分
の
も
の
と
し
、
体
格
だ
け

が
期
待
材
料
と
な
ら
ぬ
よ
う
日
々
努
力

し
、
安
心
・
信
頼
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

獣
医
師
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
福
島
県
の

ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
の
食
べ
歩
き
を
趣
味

の
一
環
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
わ
せ
石
川
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
本
県
西
郷
村
で

生
ま
れ
育
ち
、
北
海
道
大
学
獣
医
学
部

を
今
年
３
月
に
卒
業
い
た
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
で
の
３
か
月
間
の
研

修
を
終
え
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
福
島

県
で
の
現
場
研
修
と
な
り
ま
す
。
動
物

の
身
体
の
し
く
み
、
病
気
の
成
り
立
ち

は
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
不
思
議
な
こ
と
だ

ら
け
で
す
。
さ
ら
に
現
場
で
は「
あ
れ
？

教
科
書
と
違
う
…
」
と
驚
き
、戸
惑
う
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
日
々
勉
強
だ
な

と
痛
感
す
る
毎
日
で
す
。
獣
医
師
と
し

て
少
し
で
も
早
く
一
人
前
に
な
れ
る
よ

う
努
力
し
、
地
元
で
あ
る
福
島
県
の
畜

産
に
貢
献
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

飼
養
し
て
い
る
家
畜
に
異
動
が
発
生
し
た
と
き

は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
の
ご
連
絡
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

異
動
と
は
、
出
生
、
導
入
、
譲
渡
、
死
亡
な
ど
に

よ
っ
て
引
受
時
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
の

こ
と
で
す
。
異
動
記
録
に
よ
っ
て
、事
故
の
補
償
割

合
を
算
定
し
ま
す
。異
動
通
知
が
適
正
に
行
わ
れ
な

か
っ
た
場
合
、
共
済
金
が
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
り
、

減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
不
利

益
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
、異
動
が
発
生
し
た
と

き
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
は
裏
表
紙
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
次
号
か
ら
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
獣
医
師
に
よ
る
飼
養
管
理
の

　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

忘れていませんか？
異動通知！

家畜共済加入者のみなさまへ

一般的な住宅の
再取得価額の

計算例

共済金お支払い額の計算例

一般的な木造建物の坪単価の目安

木造住宅の延面積５０坪（１階、２階の合計面積）の場合
６０万円　×　５０坪＝　  ３，０００万円

（坪単価）　　（延面積）　再取得価額（新築価格）

【建物再取得価額3,000万円　火災で100万円の損害が発生】
⃝取片付け費用が必要な場合

ご加入額

ご加入額

損害共済金

損害共済金

残存物取片付け費用共済金

残存物取片付け費用共済金

臨時費用共済金

共済金お支払い額
130万円

共済金お支払い額
68万7,500円

建物再取得価額に合わせた加入で補償が充実!!
臨時費用特約加入で大きな補償!!差額

火災共済の場合（NOSAI単独加入の場合）

火災共済3,000万円、臨時費用特約ありの場合

火災共済1,500万円、臨時費用特約なしの場合

100万円

62万5,000円

10万円

6万2,500円

20万円

61万2,500円

乾燥するこれからの季節は、火災事故の増加が懸念されます。
この機会に、小さな掛金で大きな補償、「住まいる」へのご加入
を検討してはいかがでしょうか。いざという時のために、契約
内容の見直しも必要です。あなたの大切な財産を守りましょう。

建物共済 ～ご加入額は十分ですか？～

 

獣
医
師
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

４
月
１
日
付
で
採
用
と
な
り
ま
し
た
２
名
の
獣
医
師
を
紹
介
し
ま
す
。

建物の種類 坪あたりの単価
一般的な住宅 50～60万円

土蔵 70～80万円

倉庫 20～25万円

納屋・農作業場 15～20万円

畜舎 15～20万円

15 14ひかり NOSAIふくしま 3号



からのお知らせ

あ
と
が
き

本
広
報
紙
第
３
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
季

節
は
あ
っ
と
い
う
間
に
秋
を
迎
え
、
稲
刈
り
の
時

期
が
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
巻
頭
特

集
で
水
稲
の
損
害
評
価
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具

共
済
に
つ
い
て
、
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

特
集
の
一
環
と
し
ま
し
て
、
農
機
具
の
稼
働
前
点

検
に
係
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
第
２
回
と
な
り
ま
し
た
清
明
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
佐
藤
睦
子
先
生
に
よ
る
連
載
「
は
じ
め
よ

う
！
健
康
生
活
」
で
は
、
暑
い
季
節
に
起
こ
る
と

い
う
脳
卒
中
に
つ
い
て
、
執
筆
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
日
々
が
続
く
時

期
と
な
り
ま
す
の
で
、
体
調
管
理
に
ご
留
意
い
た

だ
き
、
間
も
な
く
迎
え
る
農
繁
期
に
備
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

表
紙
写
真

　

大
玉
村
で
水
稲
農
家
を
営
む
伊
藤

一
男
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
。
近
隣
農
家
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
あ
だ
た
ら
ド
リ
ー

ム
ア
グ
リ
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、
安

心
・
安
全
を
モ
ッ
ト
ー
に
お
い
し
い
お

米
を
作
っ
て
い
ま
す
。
撮
影
当
日
、
緑

か
が
や
く
稲
田
に
元
気
な
声
が
響
い

て
い
ま
し
た
。

編
集
・
発
行

福
島
県
農
業
共
済
組
合
（
N
O
S
A
I福
島
）

〒
960-8031 福

島
市
栄
町
6番
6号
 

TEL. 024-521-2715　
 FA
X. 024-523-1887

http://w
w
w
.fukushim

a-nosainet.jp/
2016.9

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の

向
上
と
現
金
納
入
の
取
り
扱
い
に

よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
農
業
共

済
事
業
加
入
に
伴
う
共
済
掛
金
等

の
納
入
に
つ
い
て
、
口
座
振
替
の

利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
現
在
、掛

金
等
を
現
金
で
納
入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
口
座
振
替
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
希
望
の
金
融
機
関
に
て
口
座

振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

口
座
振
替
へ
の
移
行
を
お
願
い
し

ま
す
。

事
故
防
止
・
不
祥
事
防
止
の
た

め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員

が
死
亡
し
た
場
合
、
住
所
を
変
更

し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
の
際
は
金
融
機
関

に
登
録
し
て
い
る
印
鑑
も
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

各
共
済
掛
金
の
振
替
が
で
き
な

い
な
ど
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
の
無
い

よ
う
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
可
能
金
融
機
関
な
ど
、

詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
各
支
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
お
願
い

経
営
移
譲
な
ど
の
際
は

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

3
号

りか
ひ

今年４月１日の県内９つの農業共済組合の
合併に伴い、５月１日より福島県農業共済組
合としてのホームページを開設しています。
事業紹介、各支所の連絡先などの組織概要、
採用情報など、様々な情報を掲載していきま
す。NOSAI制度や団体などに対するご意見・
お問い合わせなどもこちらにお寄せいただく
ことが可能です。また、スマートフォンでも
閲覧できます。
ぜひご活用ください。

NOSAI 福島
ホームページのご案内

お
問
い
合
わ
せ
と
被
害
発
生
時
の
ご
連
絡
は

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す

県北支所 024-544-2711

安達支所 0243-23-7777

郡山田村支所 024-933-3307

　田村出張所 0247-82-0249

いわせ石川支所 0247-37-1003

白河支所 0248-27-1121

　棚倉出張所 0247-33-2261

会津支所 0241-28-1111

　南会津出張所 0241-62-5588

相馬支所 0244-23-6236

双葉支所 0240-23-6522

いわき支所 0246-24-1166


